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＜東病棟入室状況＞
【転出】
・小栗　健太郎様～東Bユニット2号室　→　西Bユニット29号室

＜患者様連絡事項＞
・木村　正宏様～状態落ち着いている場合午前午後一時間ずつ開放観察指示あり。

・三村　れい子様～ＹＤソリタ－Ｔ3：500ml+アナフラニール点滴静注液（２５）1 管  
 　　　　　　　　　ヴィーンＤ輸液　５００ml+ダイビタミックス注　２ml 1 管  
 　　　　　　　　　ＹＤソリタ－Ｔ３号輸液　５００ｍＬ 三日分処方
　　　　　　　　　排泄は脱水傾向も考えられるため導尿等せず様子観察の指示

・成田　富士子様～IF下痢時ビオスリー錠　10回分処方
　　　　　　　　　
・二部　定男様～発熱時アンヒバ座薬5回分処方、服薬困難時内服スキップの指示

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。開放中、他室侵入見られ、他者とのトラブルの危険ある為、早めに開放観察終了としている。また便器に衣類を突っ込む事あり介入している。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。多弁さあるものの、過度な飲水要求や易怒性無く経過。臥床し過ごされている。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～終日隔離中。午前午後2時間ずつの開放観察実施。ホールで書き物を行い静穏に過ごす。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・木村　正宏様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施。午前、午後ともに臥床し続けており、部屋から出る事なく経過。対面時穏やかで妄想様言動はない。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、
早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく

＜要注目患者様情報＞
・二部　定男様～頻脈の他、バイタルサイン異常なし。痰鳴あり適宜咽頭～気管内吸引施行。嚥下不良あり各食不摂取。点滴トラブルなし。
　
・東山　彪様～体温36.8℃、脈拍60回/分、血圧95/62mmHg、酸素飽和度96％
今朝鮮血、コアグラ交じりの血尿、昼過ぎに再度暗赤色～鮮血コアグラ
交じり様の血尿あり。日直医へ報告。経過観察の指示頂いている。


＜措置ケース検討＞
・藤井　崇史様～他患者トラブルや妄想言動、薬剤に対する不満、独自の拘りを訴え
無く過ごされている。

・藤井　紀成様～病的体験に左右された言動、入院環境へ対する不満言動なく日課過ごされている。余暇活動内容を穏やかにスタッフへ話し掛けている。
